
 

 

 それでは次に、自転車の利用につ

いてお伺いします。 

 先日の愛媛新聞に自転車の祭典Ｖｅ

ｌｏ－ｃｉｔｙが、2027年５月に愛

媛で開催されるとありました。Ｖｅ

ｌｏ－ｃｉｔｙは、自転車を活用し

たまちづくりや交通政策、環境問題

などを議論する世界最大級の国際会

議で、50を超える国、地域から約

1,500人が参加し、自転車で巡る視

察ツアーや県民も参加できるバイク

パレードもあり、自転車県愛媛を国

内外に発信する舞台としても期待さ

れるとのことです。 

 自転車については、今年の４月１

日から一定の交通違反に交通反則通

告制度を導入することなどを内容と

する道路交通法の一部を改正する法

律が施行されました。交通反則通告

制度は、いわゆる青切符制度とも言

われ、自動車の交通違反の際に広く

行われている違反処理の方法です

が、今までは自転車には導入されて

いませんでした。しかし、近年、自

転車を取り巻く交通事故の情勢が厳

しく、またその原因として、自転車

側の法令違反が認められる場合が多

い状況にあることから、警察では自

転車に対する取締りを強化してお

り、自転車の交通違反の検挙件数が

増加しております。 

 そこで、自転車も車両の仲間とし

て交通ルールの遵守を図るため、

16歳以上の者による自転車の一定の

交通違反に対して青切符を導入する

こととなりました。自転車への青切

符の導入により、自動車と同様に手

続的な負担を軽減するとともに、違

反者に前科がつくことをなくしつ

つ、実効性のある責任追及が可能と

なります。今後、違反の実情に即し

て、自転車の一層の安全な利用のた

めの指導警告や青切符、赤切符等に

よる処理が行われます。 

 このように、制度導入の背景に

は、近年自転車関連の事故が増えて

いる中で、自転車による悪質な違反

も目立つようになっていることが上

げられています。警視庁は、道路交

通法の一部を改正する法律を施行す

る前の2025年４月から５月に道路交

通法施行令の一部を改正する政令案

等に対する意見募集を行いました。

そこでは、歩道走行は全て禁止され

るのか、車道を走るのが危険なの

で、歩道を走行しているという意見

や歩道通行で反則金はおかしいとい

った意見が多く寄せられたとのこと

です。自転車は、車道通行が原則で

あることは理解しているものの、車

道を通行することに対しては不安を

抱いている方が多くいることがうか

がえます。新たな制度に対する理解

を深めるためにも、自転車の交通ル

ールを改めて認識してもらう取組が

必要であると考えられます。県警の

ホームページには、普通自転車の歩

道通行について、自転車は歩車道の

区別のある道路では車道を通行しな

ければなりません。ただし、普通自

転車が歩道を通行できるのは、道路

標識や道路標示によって歩道を通行

できる場合、運転者が13歳未満の児

童、70歳以上の高齢者、身体障害者

であるとき、また通行の安全を確保

するために歩道を通行することがや

むを得ない場合は歩道を通行するこ

とができるとあります。 

 このように、自転車は例外的に歩

道を走行することができるようです

が、その際は歩行者に十分配慮する

ことが必要です。 

 市内には、車道の端に青く塗られ

た自転車専用通行帯が整備されてい



 

ますが、市内の通行帯の整備状況は

どのようでしょうか、計画に対する

進捗状況などお伺いします。 

 今年は交通死亡事故の発生が増え

ているとお聞きしましたが、近年の

市内の自転車に関わる交通事故の状

況はどのようでしょうか。 

 そのうち、死亡事故の件数なども

分かれば教えてください。 

 次に、ヘルメットの着用率につい

てお伺いします。 

 ４月の道路交通法の一部改正にお

きましても、自転車に乗るときのヘ

ルメット着用は努力義務であり、完

全義務化とはなっていません。ま

た、高齢者の方の中には、自転車利

用時のヘルメット着用が努力義務と

は認識されていない方もいるかもし

れません。 

 そこで、引き続きヘルメット着用

推進に取り組んでいただくようお願

いしますとともに、未就学の子のヘ

ルメット着用については、市として

どのように取り組まれていますか、

お伺いします。 

 次に、自転車保険の加入について

お伺いします。 

 自転車による歩行者との接触で思

わぬ損傷を相手に負わせ、高額の賠

償金が発生することも考えられるこ

とから、未加入の可能性がある世代

などに積極的に加入推進していただ

ければと考えますが、加入推進の取

組についてお伺いします。 

 次に、自転車が利用しやすい道路

整備についてお伺いします。 

 まず、市内の主要な道路の一つで

ある壬生川新居浜野田線の植樹を例

にしてお伺いします。 

 市役所前を東西に走るこの通りに

は、長い区間にわたりイチョウの植

樹がなされており、多喜浜方面には

低木の植樹がなされています。皆様

が御承知のとおり、市の景観に彩り

を添える植樹帯でありますが、特に

多喜浜方面の低木の植樹帯では、植

樹自体もですが、それに加え、雑草

が成長時期には大きく道路部分には

み出し、車道部分を走行する自転

車、バイクの通行に支障を来してい

るところであります。 

 資料の写真は、壬生川新居浜野田

線の松神子三丁目付近の様子です

が、植樹が撤去されていない部分で

は、歩道部分と車道部分において、

植樹帯の草木が通行に大きく干渉し

ていることが確認できます。 

 資料写真のような車道と歩道に高

低差がある歩道では、店舗等への車

両進入部ごとに傾斜がつけられてお

り、手押し車の高齢者等には、非常

に歩きにくくなっており、自転車と

接触する危険も高まっているのでは

と推察されます。 

 そこで、壬生川新居浜野田線に限

ったことではありませんが、歩行

者、自転車の通行の支障となる植樹

については、思い切って撤去、整備

を行ってはどうかと考えますが、市

の御所見を伺います。 

 県道についても県と協議していた

だければと考えますが、御所見を伺

います。 

 次に、駅周辺の駐輪場についてお

伺いいたします。 

 自転車を安心して利用するため

に、利用しやすい駐輪場の整備が必

要であると考えます。新居浜駅に

は、周辺市町から来られて通学、通

勤のために自転車を利用される方が

おられるのではないかと思います

が、利用しやすい駐輪場となってい

ますでしょうか。駅の駐輪場の利用

率と駐輪可能台数が不足しているよ



 

 

うであれば、その対策についてお伺

いします。 

 次に、あかがねミュージアムの駐

輪場についてお伺いします。 

 あかがねミュージアムの駐輪場

は、入り口の反対側にあり、雨天時

はさらに道からスロープを下って階

下の駐輪場まで下りる必要があり、

高齢者などが利用するには不便な状

況であると考えます。入り口に近い

場所での駐輪場の確保について、よ

い知恵があればと考えますが、御所

見を伺います。 

○議長（藤田誠一） 答弁を求めま

す。藤田市民環境部長。 

○市民環境部長（藤田清純）（登

壇） 自転車の利用についてお答え

いたします。 

 まず、近年の市内の自転車に関わ

る交通事故の状況についてでござい

ます。 

 新居浜警察署管内における自転車

関連事故の発生件数は、令和５年が

41件、うち死亡事故が２件、令和６

年が40件、うち死亡事故が１件、令

和７年が47件、うち死亡事故が２件

となっており、死亡事故の５件は、

いずれも高齢者の事故でございま

す。 

 また、本年も既に自転車走行中の

高齢者による死亡事故が２件発生し

ている状況でございます。 

 次に、自転車走行中のヘルメット

の着用率につきましては、警察庁が

令和７年６月に全国で実施した調査

によりますと、愛媛県は70.3％とな

っており、全国平均の21.2％を大き

く上回っております。また、未就学

児の自転車利用時におけるヘルメッ

ト着用への取組につきましては、市

内全ての保育園及び幼稚園に交通安

全だよりを配布し、保護者への周知

啓発を行い、着用促進に努めている

ところでございます。 

 次に、自転車保険の加入促進の取

組につきましては、小学３年生を対

象とした自転車交通安全教室や企業

及び高齢者などを対象とした出前講

座において、自転車事故による高額

賠償事例を紹介するなど、自転車保

険の加入促進に努めているところで

ございます。 

○議長（藤田誠一） 高橋建設部

長。 

○建設部長（高橋宣行）（登壇） 

自転車専用通行帯の整備状況と計画

に対する進捗状況についてお答えい

たします。 

 本市では、新居浜市自転車ネット

ワーク整備基本計画に基づき、交通

量や道路幅員、沿道利用状況などを

踏まえながら、国、県と連携し、自

転車専用通行帯の整備を実施してお

ります。 

 現在のところ、市道部における計

画延長約14キロメートルに対し、約

６キロメートルの整備が完了してお

り、進捗率は約43％でございます。 

 次に、植樹の撤去、整備について

でございます。 

 植樹は、道路景観や交通安全機能

の向上等の効果がありますが、樹木

や雑草の繁茂により、歩行者や自転

車の通行に支障を来す場合があるこ

とも認識しております。 

 このため、支障となる樹木につい

ては、道路状況や利用実態を踏まえ

ながら、一部ではございますが、交

差点付近の見通しの確保が必要な箇

所において撤去などの対策を実施し

ております。 

 今後におきましても、道路の利用

状況、交通安全上の必要性、維持管

理費用の低減などを総合的に勘案し



 

ながら、安全な通行空間の確保に努

めてまいります。 

 また、愛媛県が管理する道路につ

きましても、交通安全上の必要性な

どから植樹を撤去した事例もあるこ

とから、通行に支障が生じている箇

所につきましては、現地状況を踏ま

え、必要に応じて愛媛県と協議して

まいりたいと考えております。 

 次に、駅周辺の駐輪場についてで

ございます。 

 市が設置する新居浜駅周辺の駐輪

場は、駅前駐輪場と駅南口広場駐輪

場の２か所があり、指定管理者によ

って管理、運営を行っているところ

です。 

 駐輪場の利用率につきましては、

令和７年度の定期利用としまして、

駅前駐輪場で約100％、駅南口広場

駐輪場で約85％となっております。 

 駐輪可能台数の不足につきまして

は、駅前駐輪場において、年度が替

わる４月に手続上、前年度と当年度

の重複により一時的に不足すること

がありますが、５月には解消してい

ることから、年間を通して考える

と、不足なく運営できていると判断

しております。 

 不足時の対策としましては、駅南

口広場駐輪場への案内や一時利用ス

ペースを活用していただくなどの対

応をしております。 

○議長（藤田誠一） 守谷企画部文

化スポーツ局長。 

○企画部文化スポーツ局長（守谷典

隆）（登壇） あかがねミュージア

ムの駐輪場についてお答えいたしま

す。 

 あかがねミュージアムの駐輪場に

つきましては、南北の入り口へのア

クセスのしやすさを考慮し、建物の

東側に設置するとともに、雨天時に

は雨よけがあり、最短で入館ができ

る地下駐車場の一部を駐輪スペース

として御利用いただいております。 

 また、地下の駐輪スペースにつき

ましては、御指摘のとおり、スロー

プを下る必要がありますことから、

雨天時の安全性を高めるため、昨年

度地面に滑り止めのグリップコート

工事を実施いたしました。 

 駐輪場につきましては、敷地の制

約や建物の形状を考慮しながら、安

全性を確保することを優先し、現在

の場所に配置したものであり、新た

な場所へ駐輪場を設けることは困難

ではございますが、あかがねミュー

ジアムは、駅前に立地する本市の顔

となる施設であると認識いたしてお

りますことから、今後におきまして

も来館者の皆様などからの御意見を

踏まえながら、施設環境やサービス

の向上に努めてまいりたいと考えて

おります。 

○議長（藤田誠一） 黒田真徳議

員。 

○１２番（黒田真徳）（登壇） あ

りがとうございました。本市におけ

る自転車の利用者も随分と減少して

いるかと考えますが、歩行者や自転

車、シルバーカーなど、小さなお子

様連れや高齢者が安心して通行でき

る環境整備をよろしくお願いいたし

ます。 

 


